
ニホンザル生息状況
調査結果について



目的

第二種特定鳥獣（ニホンザル）管理計
画について、生息状況の確認及び被害
防止対策や管理方針の検討を行うこと



岡山県のサル生息状況（２０２０年度時点）

推定群れ数：６４群
推定生息数：約２,７００～３,３５０頭



生息状況調査の実施状況

環境省 特定鳥獣保護・管理計画作成のための
ガイドライン （ニホンザル編）改定版 P24



調査対象群



調査方法（群れの特定と追跡）



調査方法（個体数調査）

令和７年１月６日～１月１０日まで実施
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井原福山B群新見L群

合計

 アカンボウ 0才

性年齢クラス

 オトナ 6才以上

ワカモノ
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調査結果（頭数）



調査結果（頭数）

令和２年度 令和６年度

６０～７０頭 １１４頭新見L群

井原福山B群 ５０～６０頭 ５９頭

※令和２年度は推定値



対策方針の提案

新見L群 福山井原B群

捕獲

目標
部分捕獲または全頭捕獲
114頭 → 30頭程度に

部分捕獲または全頭捕獲
59頭 → 30頭程度に

捕獲方法
GPSデータを解析
大型捕獲檻の設置

被害防除 対策方法

・地域への啓発
（研修会等）

・防護柵の強化
・追い払いの強化
・誘引物除去

体制
モニタリング

・関係市町村との連携
(県・新見市)

・周辺群にGPS首輪装着

・関係市町村との連携
(県・井原市・福山市)

・周辺群にGPS首輪装着

備考 ・分裂の可能性

国の方針に従って、計画的に対策を進める

環境省 ニホンザルの計画的な管理のために P６参考



大型檻を置く場所



モニタリングの必要性

環境省 ニホンザルの計画的な管理のために P８


